


 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

山鳥場遺跡 縄文時代中期遺構配置図  

※図中の数字は竪穴建物跡の番号です 

４ 完掘した竪穴建物跡 ３ 遺物の出土状況を撮影 

１ 竪穴建物跡の範囲を確認 

0 20m (1:400) 

複数の流路跡を発見 
４ 

５ 
６ 

７ 

８
９ 

10 

11 

13 

14 
15 

16 17 

公開区域 

● 

エゴマの跡がみられる土器
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≪石器（縄文時代中期後半：約 4,500年前≫ 
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 19 点 

黒曜石やチャートなど、 

割れ口が鋭い石材を使っています

打製
だせい

石
せき

斧
ふ

 14点   

土掘り具と考えられています

 凹
くぼみ

石
いし

 30点 凹石のつかいかた 

『縄文人の一生』（長野県立歴史館

1996）より 

≪土製品≫ 
土 偶：縄文時代中期後半 10点 

耳飾り：縄文時代晩期初頭 ９点 
土偶は、胴部の渦巻文様や逆ハー

ト形の お尻が特徴的です。約 4,500

年前、松本平一帯で製作されていた

土偶と類似しています。                 

耳飾りは、文様のあるものとない

ものがあり、大きさも大小様々です

（直径約 1～4.5㎝）。耳たぶに穴を

あけ、ピアスのように着用したと考

えられます。 

刃部 
横刃形
よこばがた

石器
せっき

 20点 

薄く割った破片

の一端を加工し、角

度を付けています。

刃部と考えられま

す。 

遺跡近くの河原 

石を材料にしてい

るようです。 

お尻 

縄文時代晩期の耳飾り（約 3,000年前） 

縄文人も 

オシャレなのね 

僕の仲間も 

たくさん 

出土したよ 

縄文時代中期後半の土偶（約 4,500年前） 

２ 竪穴建物跡内における土の堆積状況を確認 
→部分の堆積状況 黒色土の範囲が竪穴建物跡です 

※各石器の点数は 28年度に出土した数です 


